
令和７年度 

みんなの予算 
心豊かな人材を育み、地域産業が発展し 

にぎわいのある、生き生きとした暮らしができるまち 

令和７年６月 

宮城県美里町

【 も く じ 】

まちの予算・・・・・・・・・・・・・・・・・１

お金の使い道・・・・・・・・・・・・・・・・４

1 生涯を通して学び楽しむまちづくり・・・・４

2 健やかで安心なまちづくり・・・・・・・・６

3 力強い産業がいきづくまちづくり・・・・・８

4 くらしやすさを実感できるまちづくり・・１０

5 自立をめざすまちづくり・・・・・・・・１２

その他参考資料・・・・・・・・・・・・・・１４

 決算状況等・・・・・・・・・・・・・・・１４

 主な統計資料・・・・・・・・・・・・・・１８

 主な公共施設・・・・・・・・・・・・・・２２





まちの予算

ま ち の 予 算
１　令和７年度予算状況

一般会計の収入の大部分は、皆さんが納めてい
る税金となっています。収入の内容は、大きく分
けると次のとおりとなります。

○町税
町民税や固定資産税など、町へ納付する税金で

す。
○譲与税等
自動車重量税や地方揮発油税など、国や県に納

付された税金の一部が町に交付されるお金です。
○地方交付税
国税である所得税、酒税、法人税及び消費税の

一定割合を財源として、全国の市町村が同水準の
サービスを住民に提供できるように国から交付さ
れるお金です。
○負担金・使用料等
町営住宅の家賃や保育料など使用者の負担する

お金です。
○国・県支出金
国や県からの補助金などです。

○繰入金
収入不足の場合などに、基金（貯金）を取り崩

して収支のバランスをとります。
○町債
大規模な道路建設や施設整備などの借入金です。

美里町の予算は、目的ごとに７種類の会計（財布）に分かれています。
一般会計のほかに３つの特別会計と３つの公営企業会計があります。

【町の会計の種類と予算規模】

それでは、町の予算で１番金額の大きい「一般会計」を紹介します。

合計 123.9億円

【一般会計の中身】

一般会計 123 億 9,318 万円
国民健康保険 28 億 3,980 万円
後期高齢者医療 3 億 8,981 万円
介護保険 27 億 4,733 万円
水道事業 12 億 8,318 万円
病院事業 8 億 4,770 万円
下水道事業 24 億 1,346 万円

合計 229 億 1,446 万円

地方交付税

43.8億円
35.4%

町税

27.2億円
22.0%

国・県支出金

26.3億円
21.2%

譲与税等

9.0億円

7.2％

繰入金

6.4億円

5.1％

町債

5.8億円
4.7%

負担金・使用料等

1.3億円

1.0％ その他

4.1億円
3.4%

一般会計
54.1%

国民健康保険
12.4%

介護保険
12.0%

下水道事業
10.5%

水道事業
5.6%

病院事業
3.7%

後期高齢者医療
1.7%
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まちの予算

合計 123.9億円
町の支出をどんな「目的」に使うかで区分すると

次のとおりです。
○議会費
議会議員の報酬や議会だよりの発行などの費用で

す。
○総務費
庁舎などの施設管理費や住民バス運行費、住民票

の交付などに関する費用です。
○民生費
障害のある方やお年寄りへの福祉サービス、子育

て支援に関する費用です。
○衛生費
健康診査やごみ処理などに関する費用です。

○農林水産業費
農業振興に関する費用です。
○商工費
商工業の振興に関する費用です。

○土木費
道路の整備などに関する費用です。

○教育費
学校など教育に関する施設管理や事業の費用です。

○公債費
借入金の返済額です。
○その他
雇用の創出、消防団の活動などに関する費用です。

【性質別】
町の支出をどんな「経費」に使うかで区分す

ると次のとおりです。

○人件費
職員の給料、手当、委員等の報酬などです。

○扶助費
子育てをしている世帯や高齢者、障害のある

方、生活困窮者などを支えるための費用です。
○公債費
借入金の返済額です。

○物件費
事務用品の購入、光熱水費や郵便料、施設の

掃除や警備に関する費用などです。
○維持補修費
道路や建物などが壊れたときの修理費です。

○補助費等
行政区などのさまざまな団体への補助金など

です。
○投資的経費
道路や建物などを整備する経費などです。

○繰出金
町の特別会計を支援する費用です。

○その他
貯金をしたり、皆さんへお金を貸したりする

費用です。

【目的別】と【性質別】はどこが違う？

たとえば、「小学校の先生が、学校の授業で使うために紙を買った」場合、

【目的別】は、学校の授業で使うので「教育費」、
【性質別】は、紙を買うので消耗品の購入費となり「物件費」に分類されます。

【目的別】

民生費

38.2億円
30.9%

総務費

22.4億円
18.1%

教育費

17.3億円
13.9%

公債費

11.7億円
9.4%

衛生費

10.2億円
8.3%

土木費

10.2億円
8.2%

農林水産業費

6.1億円
4.9%

商工費

1.5億円
1.2%

議会費

1.0億円
0.8%

その他

5.3億円
4.3%

補助費等

26.2億円
21.1%

物件費

26.0億円
21.0%

人件費

24.7億円
20.0%

扶助費

14.3億円
11.5%

公債費

11.7億円
9.4%

投資的経費

10.3億円
8.3%

繰出金

7.4億円
6.0%

維持補修費

1.7億円
1.4%

その他

1.6億円
1.3%
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まちの予算

２　一般会計を家計に例えると!?

1,059,012円

236,858円

【収入】
食費
　（人件費）

918,489円

964,741円
光熱水費、生活用品の購入など
　（物件費）

2,935,038円

給料
　（住民税、使用料など）
親などからの援助
　（地方交付税、補助金など）

【支出】

家や車の補修費
　（維持補修費）

貯金の取崩し
　（基金の繰り入れ）

支出合計

62,724円

531,532円

727,368円

381,682円

433,146円

14,903円

16,249円

4,600,000円

ローンの返済
（公債費）

貯金
　（積立金）
株式投資
　（投資及び出資金）
友人へ貸したお金
　（貸付金）
緊急時の備え
　（予備費）

23,193円

3,712円

家や車庫の建築
　（投資的経費）

214,760円

154,332円

4,600,000円

子供のお小遣いや仕送り
　（繰出金、公営企業への補助金）

522,261円

ローンの借入れ
（町債）

その他
　（諸収入など）

収入合計

医療費
　（扶助費）
町内会費
　（補助費等（公営企業への補助金除く。））

町の予算は、金額が大きく、また、行政用語での説明が多いため、イ

メージすることが難しいと思います。
そこで、令和７年度の予算額を年収460万円の家計に例えてみました。

【支出】 【収入】

親などからの援助

63.8%

給料

23.0%

貯金の取崩し

5.1%

ローンの借入れ

4.7%

その他

3.4%

光熱水費、生活

用品など

21.0%

食費

20.0%

町内会費

15.8%

医療費

11.6%

子供のお小

遣いや仕送り

11.3%

ローンの返済

9.4%

家や車庫の建築

8.3%

家や車の補修費

1.3%
その他

1.3%
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お金の使い道

１　生涯を通して学び楽しむまちづくり

　【教育の振興】

【教育総務課】 1,851万円 【教育総務課】 259万円

　

【教育総務課】 1億円 【教育総務課】 2,243万円

【教育総務課】 335万円 【教育総務課】 709万円

【教育総務課】 647万円

　【教育環境の整備】

【教育総務課】 901万円 【教育総務課】 634万円

　幼児、児童、生徒が英語に触れ、学ぶことがで
きる機会を提供し、外国語によるコミュニケー
ション能力の向上を図ります。
・ＡＬＴ（外国語指導助手）　３人

　住民の様々な読書への要求に応えられるよう、
貸出しを中心に資料を提供します。また、情報化
社会に対応した情報の提供を図ります。

奨学事業 いじめ防止、不登校対策等事業

　修学意欲がありながら経済的理由から学資の確
保が困難な方に対し、奨学資金の貸付けを行うこ
とにより、高等学校及び大学等への進学を支援し
ます。

　いじめや不登校等、学校生活に不安を抱える児
童生徒及び保護者からの相談体制を整備するとと
もに、学校や関係機関と連携し、いじめ防止及び
不登校対策に取り組みます。

（郷土資料館・地域学校連携写真）

小中学校学力向上事業 小学校ＥＳＤ（環境教育）推進事業

　学力向上支援員を各小学校に配置し、児童生徒
の学習状況に応じた少人数指導を行います。ま
た、AIドリルと連動する学力調査を実施し、基礎
学力の習得を図ります。

　太陽光発電による再生可能エネルギーを活用し
環境教育を推奨します。また、小牛田小学校、不
動堂小学校、南郷小学校の教室、職員室の照明を
ＬＥＤに交換することで省エネルギーを推進しま
す。

幼稚園事業 外国語コミュニケーション能力向上事業

お金の使い道

郷土資料館運営事業 図書館サービス事業

　歴史、考古、民俗、美術、文献に関する資料、
その他の郷土の歴史に関する資料の収集、保管、
展示及び活用することで、文化の向上に役立てま
す。

　学校と地域が協働で学校運営や課題解決できる
地域学校協働活動体制の構築を図り、特色ある学
校づくりを推進します。

中学校地域学校連携事業

　幼稚園における教材費や備品の購入等を行い教
育環境の充実を図ります。
・３歳児補助教諭及び特別支援教育支援員の配置
・保護者や地域住民との交流

新規

※　人件費、施設管理費は、除きます。 -4-



お金の使い道

【教育総務課】 2,053万円

【教育総務課】 2億4,876万円 【教育総務課】 9,324万円

【教育総務課】 107万円 【教育総務課】 5,111万円

【教育総務課】 139万円

【教育総務課】 3,868万円 【教育総務課】 3,443万円

私立幼稚園等通園支援給付事業 預かり保育事業

　町内の全ての小中学校及び幼稚園に緊急連絡シ
ステムを設置し、常時、緊急情報等を発信できる
ように適切に管理します。また、中学校に自転車
で通学する生徒の保護者を対象に、自転車通学用
ヘルメット購入費の一部を補助し、通学時の安全
確保に努めます。

小中学校及び幼稚園給食事業 スクールバス事業

　小中学校の児童生徒及び幼稚園の園児に安全、
安心な給食を提供し、心身の健全な発達と健康の
保持増進を図ります。
　また、食材価格が高騰していることから、保護
者の経済的負担を軽減するため、学校給食費の一
部を負担します。

　町所有のスクールバスを登下校時に運行し、園
児、児童、生徒の安全と安心を確保するととも
に、登下校時以外の校外学習等の送迎にも活用し
ます。町関連公共的団体の研修、行事、大会参加
等に運行が可能な場合においても活用します。
・小牛田地域　１０台
・南郷地域 ７台

子どもの安全・安心確保事業

（中学生写真）

小中学校就学援助及び特別支援教育就学奨
励事業

　経済的理由により就学困難な児童生徒の保護者に
対し学用品費等を援助します。
・援助対象：生活保護世帯、町民税非課税世帯、
児童扶養手当受給世帯等

・援助費目：学用品費、通学用品費、校外活動費、
新入学児童生徒学用品費、修学旅行費、通学費、
医療費、学校給食費、オンライン学習通信費

　私立幼稚園等に通園した場合は施設等利用給付
金を、子ども・子育て支援新制度に移行した私立
幼稚園等に通園する場合には施設型給付費をそれ
ぞれ支給し、園児の保護者の経済的負担の軽減を
図ります。

　通常の幼稚園教育のほかに、所定の時間で園児
を預かる「預かり保育」と緊急的に園児を預かる
「一時預かり保育」を行い、働きながら子育てを
行う家庭を支援します。

中学校部活動支援事業

　専門的な知識や技能、豊富な経験を有する部活
動指導員を配置し、中学校における部活動指導体
制の充実を図るとともに、中学校総合体育大会な
どへの出場経費等を補助します。
・部活動指導員　１人

（給食・スクールバス？写真）

（子ども写真）

小中学校学校生活支援事業

　学校生活や学習を行う上で支援が必要な児童生
徒に対して、教員補助員を配置します。
・教員補助員　　　　　２５人

（給食・スクールバス？写真）
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お金の使い道

２　健やかで安心なまちづくり

　【保健・医療の充実】

【健康福祉課】 4,664万円 【健康福祉課】 6,315万円

【健康福祉課】 3,247万円

【町民生活課】 500万円 【町民生活課】 3,575万円

　【福祉の充実】

【健康福祉課】 3,665万円 【健康福祉課】 1,421万円

【健康福祉課】 4,504万円 【健康福祉課】 6億7,104万円

社会福祉関係団体育成事業 自立支援医療事業

　社会福祉法人美里町社会福祉協議会に対し、
運営費の一部を補助することにより、各種福祉
事業の計画的な推進、社会福祉事業者の経営安
定、福祉サービス提供の体制確保、住民の社会
福祉活動への参加促進及び地域福祉活動の安定
化を図ります。

　障害者及び障害のある児童に対し、更生医療
費、育成医療費、療養介護医療費を給付すること
で、経済的負担を軽減します。

心身障害者医療費助成事業

　重度心身障害者の医療費の一部負担金を助成
し、経済的負担を軽減します。

　介護の必要な障害者が日常生活を営む上で必要
となる支援を提供する「介護給付」と、自立した
生活を営むための訓練及び就職につながる支援を
行う「訓練等給付」を提供します。

健康診査・がん検診等事業 予防接種事業

　心臓病や脳卒中等の生活習慣病を早期に発見
するため、各種健康診査を実施します。また、
人間ドック及び脳ドック費用の一部を助成する
ほか、死亡原因として高い割合を占める「が
ん」の早期発見・早期治療のために、各種がん
検診を実施します。

　病気の感染やまん延の防止のため、定期予防接
種を行うとともに、インフルエンザをはじめ、年
齢に応じた各種予防接種を実施します。

障害者総合支援給付事業

母子保健事業

　妊娠から出産・育児までを体系的にとらえた
各種母子保健事業を実施します。

高齢者保健事業 特定健康診査等事業
（国民健康保険特別会計）

　宮城県後期高齢者医療広域連合と連携し、後
期高齢者医療の被保険者を対象に健康診査を実
施し、被保険者の健康の保持及び増進を図りま
す。

　国民健康保険の被保険者を対象に特定健康診査
を行い、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症
候群）の該当者及び予備軍の減少、被保険者の健
康の保持及び増進を図ります。

（検診写真）

※　人件費、施設管理費は、除きます。 -6-



お金の使い道

【健康福祉課】 2,326万円

【長寿支援課】 7,395万円 【長寿支援課】 815万円

　【子育て支援の充実】

【子ども家庭課】 5億284万円 【子ども家庭課】 4億1,016万円

【子ども家庭課】 9,333万円 【子ども家庭課】 1,616万円

【子ども家庭課】 2億3,878万円
　放課後児童クラブの利用児童の増加及び登館
時の長距離移動による安全対策のため、小牛田
小学校の敷地内に新たに施設を整備します。
　令和８年４月の供用開始を目指し、令和７年
度は建設工事を行います。

　１８歳に達する年度の末日までの子どもに係
る医療費の自己負担分を入院、通院ともに町が
全額負担（保険診療外及び入院時食事療養費は
除く。）することで、保護者の経済的負担を軽
減します。

　親子で来館する乳幼児や来館児童を対象に、健
全な遊びの環境を整え、遊びを通じた生活指導を
行います。

保育所事業（公立・私立・他市町保育を
含む。）

児童手当給付事業

　障害者相談支援センターを町内２か所に設置
し、随時、相談を受けられるようにするととも
に、訪問相談も行うなど、サービスの向上を図
ります。

障害者相談支援事業

（保育所・児童クラブ等写真）

放課後児童クラブ施設整備事業

子ども医療費助成事業 児童館運営事業

　核家族化や共働き世帯の増加により乳幼児の
保育需要が高まっています。保育環境を充実さ
せ、子育て世帯を支援します。また、保護者の
希望により、美里町以外の保育施設への通所が
できるようにします。

　高校生年代までの子どもを養育している保護者
などに児童手当を支給することにより家庭におけ
る生活の安定に寄与するとともに、次代を担う子
どもの健やかな育ちを社会全体で支援します。

（福祉関係写真）

介護予防・生活支援サービス事業
（介護保険特別会計）

介護予防ケアマネジメント事業
（介護保険特別会計）

　要介護状態等になることの予防や要介護状態
等の軽減、悪化の防止及び地域における自立し
た日常生活を支援するため、訪問型サービス及
び通所型サービスを実施します。

　介護予防及び日常生活支援を目的として、心身
の状況、置かれている環境その他の状況に応じ
て、訪問型サービス、通所型サービスその他の適
切なサービスが包括的かつ効率的に提供されるよ
う支援します。

新規
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お金の使い道

３　力強い産業がいきづくまちづくり

　【農業の振興】

【産業振興課】 806万円

【産業振興課】 1,612万円 【産業振興課】 51万円

【産業振興課】 160万円 【産業振興課】 1,184万円

【産業振興課】 1億932万円 【産業振興課】 162万円

【産業振興課】 5,044万円 【産業振興課】 910万円

経営所得安定対策推進事業

　農業経営所得の安定に資するため、美里地域農業
再生協議会の運営支援を通じ、経営所得安定対策に
よる生産支援を行うとともに、需要に応じた作物の
生産を促進します。

　農産物直売所「花野果市場」の長寿命化を推進す
るとともに、新たな魅力の創出を図るため、機能強
化の検討を行います。令和７年度は長寿命化等改修
実施設計を行います。

　担い手への農地集積、農業生産の効率化及び農業
競争力の強化を促進するため、生産基盤整備事業等
への事業負担を行うことにより、農村機能及び生産
基盤の維持向上を図ります。
・出来川左岸上流地区の事業推進
・青生梅ノ木地区の新規採択に向けた事業推進

田んぼダム普及促進事業

環境保全型農業支援事業

農地・水保全管理対策事業

北浦梨生産振興事業

農産物直売所施設管理

　水稲、麦、大豆等の生産に当たり、化学肥料及び
化学合成農薬を従来の栽培方法より原則５割以上低
減する取組とあわせ、地球温暖化や生物多様性に配
慮した生産活動を支援します。
・カバークロップ（緑肥）の作付け支援
・有機農業への取組支援　など

　北浦梨の振興を図るため、梨生産者及び生産組織
の育成、北浦梨ブランドの確立及び販売促進支援等
を行うことにより、魅力ある農業の展開を支援しま
す。
・ＪＡ新みやぎ北浦梨部会への運営支援
・北浦梨フェアの開催

大崎地域世界農業遺産推進事業 繁殖・肥育牛導入支援事業

　「持続可能な水田農業を支える『大崎耕土』の伝
統的水管理システム」が世界農業遺産に認定された
ことを受け、大崎地域１市４町で構成する「大崎地
域世界農業遺産推進協議会」を主体に、農業が育む
文化、生物多様性、農村景観等の保全を図るととも
に、地域内産出物の付加価値創出を促進します。

　資質のある産子の生産を促進するため、優良な繁
殖牛の導入を支援し、また、地域内一貫経営の確立
を推進するため、優良な肥育素牛の導入を支援する
ことにより、畜産経営の安定化を図ります。
・肉用繁殖牛の導入支援
・肥育素牛の導入支援

　農業農村の有する多面的機能の発揮を促進するた
め、地域における保全活動を支援します。
・農地維持による多面的機能を支える地域の共同
　活動を支援（農地法面の草刈り、水路の泥上げ
　等）
・地域資源の質的向上を図る地域の共同活動（水
　路、農道の軽微な補修等）

　田んぼダムへの理解促進及び田んぼダムの実践を
通じ、水田が持つ雨水貯留能力の発揮による豪雨被
害などの軽減を図るとともに、農村機能の維持向上
を図ります。
・出前講座の実施
・せき板設置による田んぼダムの普及促進

県営ほ場整備事業

※　人件費、施設管理費は、除きます。 -8-



お金の使い道

　【商工業・観光物産等の振興】

【産業振興課】 195万円 【産業振興課】 700万円

【産業振興課】 1,647万円 【産業振興課】 66万円

【産業振興課】 1,814万円

【産業振興課】 80万円

【産業振興課】 905万円 【産業振興課】 1,002万円

シルバー人材センター支援事業

　高齢者の社会参加及び就業を促進するため、公益
社団法人美里町シルバー人材センターへの運営支援
を行うことにより、雇用の安定化及び就業機会の拡
大を図ります。

観光物産振興事業

付加価値創出支援事業

　観光資源の発掘及び磨き上げ並びに物産品の開発
及び販売を促進するため、一般社団法人美里町物産
観光協会等への支援を行うことにより、物産及び観
光の振興を図ります。
・美里町総合案内所の運営
・観光物産イベントへの出展　など

　事業者の様々な基礎的な知識や技術の習得を支援
することにより、町内事業者が生産する商品等の付
加価値創出を図り、魅力ある産業の展開を図りま
す。
・商品の開発に対する支援事業の実施
・イベントや商談会等による販売促進及び
　販路開拓支援
・ふるさと応援寄付金制度における
　返礼品登録との連携

（土田畑村・バレルサウナ写真）

商工振興事業 起業促進事業

中小企業人材確保支援 企業立地促進事業

　中小企業の円滑かつ安定的な人材確保を支援する
ため、中小企業の新規学卒者の採用に対し中小企業
リテンション支援補助金を支給します。一人当たり
３万円、町内への転入者に対しては１５万円を加算
します。

　地域経済の活性化及び就業機会の創出を促進する
ため、設備投資への支援及び誘致活動を実施しま
す。
・設備投資への支援
・立地奨励金の交付
・企業立地セミナーの実施　など

　町内商工業者の育成及び経営改善を促進するた
め、遠田商工会等への支援を行うことにより、商工
業の振興を図ります。
・遠田商工会への運営支援
・商工業者に対する経営発達支援
・街路灯維持管理経費の助成　など

　起業及び第二創業（既事業者による業態転換や新
規事業進出）を促進するため、「しごと」が生まれ
る環境を整備します。
・起業サポートセンター「Kiribi｣の運営
・起業及び創業相談窓口の開設
・起業及び創業セミナーの開催

産業振興催事開催支援事業

　物産品の販売促進、観光客の誘致促進及び地域資
源を活用した産業振興催事を促進するため、実行委
員会等への支援を行います。
・活き生き田園フェスティバル／６月
・おんべこ産業まつり／１０月
・小牛田朝市／５月～１０月
・企画提案型産業振興催事

-9-



お金の使い道

４　くらしやすさを実感できるまちづくり

　【生活安全の確保】

【建設課】 476万円 【防災管財課】 3,594万円

【防災管財課】 3億6,628万円 【防災管財課】 554万円

【防災管財課】 1,011万円

　【生活環境の保全】

【建設課】 2億7,577万円 【建設課】 1億2,350万円

【建設課】 7,740万円 【まちづくり推進課】 8,058万円

　火災、災害時の有事に対応する常備消防組織と
して、大崎地域の１市４町で大崎地域広域行政事
務組合消防本部を構成し、住民の安全を確保しま
す。

　交通安全秩序の保持及び交通事故の防止を図る
ため、交通安全指導隊を設置し交通安全指導等を
実施します。

道路橋りょう維持管理事業 道路新設改良事業

　適正な道路の維持管理を行い、安全で快適な生
活環境基盤の保全を図ります。また、令和７年度
は、町道１，１３８路線、橋りょう２７８橋につ
いて、維持管理を目的に道路除草、施設点検、道
路維持補修などを行います。

　生活に支障を来している道路、歩道の整備等
を、計画的かつ継続的に進め、安心で快適な生活
環境基盤を確保します。

防犯灯管理事業

　犯罪のない安全で安心な地域社会の実現のた
め、夜間の防犯対策として、防犯灯の整備及び管
理を行います。

住宅構造改革支援事業 防災行政無線更新

　大規模地震による住宅被害を防ぐため、昭和５
６年５月以前に建築された木造住宅について、耐
震診断、改修工事を実施する住宅所有者に補助金
を交付します。

　災害情報を迅速かつ確実に伝達できるよう、防
災行政無線を更新し、同報系無線の機能強化と行
政無線と連動したスマートフォンアプリを導入し
ます。令和７年度は４年計画のうち２年目となり
ます。

大崎地域広域消防事業 交通安全指導隊設置事業

（交通安全・防災無線等写真）

公園施設管理事業 公共交通確保維持事業

　住民の憩いの場、健康維持の場として利用され
るよう利用状況及び施設状況を把握し、適切な公
園の管理及び整備を行います。

　駅、病院、公共施設等を結ぶバス路線の確立を
図り、高齢者や自動車運転免許証を有しない交通
弱者の移動手段として、住民バス、南郷地域にお
いては、デマンドタクシーを運行し、利便性の向
上を図ります。

※　人件費、施設管理費は、除きます。 -10-



お金の使い道

【町民生活課】 160万円 【町民生活課】 530万円

【町民生活課】 2億8,342万円 【まちづくり推進課】 2,298万円

　【住民活動の促進】

【まちづくり推進課】 1,500万円

【まちづくり推進課】 60万円 【まちづくり推進課】 4,163万円

【まちづくり推進課】 749万円

地域おこし協力隊設置事業

　人口減少や高齢化などが進行する本町におい
て、地域外の人材を誘致し、定住及び定着を図る
とともに、地域の活性化などを促進します。

（地域おこし協力隊写真）

二十歳を祝う会事業

　廃棄物の適正な分別、保管、収集、運搬、再
生、処分等を実施し、生活環境の保全と公衆衛生
の向上を図るため、ごみの分別３Ｒ（リデュー
ス、リユース、リサイクル）及び３切り運動（使
い切り、食べ切り、水切り）の取組を進めます。

　本町に持家を取得し定住しようとする方又は空
き家を活用しようとする方を支援し、定住の促進
を図るとともに人口減少を抑制します。
・定住促進補助金　基礎額３０万円
・空き家再生補助金　１/２補助（限度額１００
　万円）
・空き家バンクの情報提供　など

中埣コニュニティセンター
省エネ照明設備改修工事

　公共施設を省電力・高効率化の設備に改修する
ことでCO2排出量を削減し、地球温暖化防止策を
推進します。

塵芥処理事業 定住促進奨励事業

（成人式等写真）

空き家対策事業 公衆衛生組合支援事業

　人が使用していない空き家等が長期間放置さ
れ、管理不全空き家となることを防止することに
より、生活環境の保全と防犯のまちづくりを推進
し、安全で安心な住民生活を確保します。

　地区衛生組合とともに、健康で住み良い町にす
るために、公衆衛生事業を推進します。また、地
区内の環境衛生思想の普及啓発と環境美化活動の
推進を図ります。

　２０歳としての自覚と社会人としての意識を高
めることを目的に、満２０歳に達する方及び町内
の小・中学校を卒業した方を対象に、二十歳を祝
う会を開催します。

　行政区が実施する地域活動に対して補助金を交
付し、自らの責任で自ら取り組む地域づくり活動
を支援します。
・１行政区当たり５万円の定額
・１世帯当たり４５０円の世帯数割額

地域づくり支援事業

新規
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お金の使い道

５　自立をめざすまちづくり

　【健全な財政運営】

【総務課】 2,945万円 【総務課】 217万円

【総務課】 1,155万円

【総務課】 2億5,786万円 【総務課】 1,182万円

【産業振興課】 1,746万円

【税務課】 473万円 【防災管財課】 非予算

行政改革推進事業 職員研修事業

　限られた行政資源（ヒト・モノ・カネ）及び時
間を意識しながら、「今、何を優先して取り組む
べきか」を戦略的に考え、「選択と集中」により
最少の経費で最大の効果を生み出す組織づくりを
行います。

　職員個々の能力を開発、伸長して職務遂行のス
キル向上を図ります（組織力の向上）。また、社
会に役立つ能力を養うために、自主的に学ぶ職員
を支援します（キャリア形成のための支援）。

庁内情報化推進事業

広報広聴事業

　広報紙、ホームページやSNSを通じて、住民
に対し町政に関する情報を提供します。また、屋
外公共掲示板や広告塔の維持管理に取り組みま
す。

地域情報化推進事業

（広報等写真）

　行政を取り巻く諸情勢の変化に的確かつ迅速に
対応するため、情報システム機器の安定した運用
とその保守管理を行うとともに情報セキュリティ
対策を行い、情報資産の安全性を確保します。

　地域間の情報格差を是正し、「住民が、いつで
も、どこでも」必要な情報を迅速に取得し、活用
できる環境の維持に努めます。

　美里町の将来の発展及び住みよい豊かなまちづ
くりを推進する経費に充てるため、インターネッ
ト等を利用し、寄附金を募ります。また、ふるさ
と応援寄附金制度を通じた地域内産出物への付加
価値創出を促進することで、地域産業の発展に寄
与します。

　納税の公正、公平性と自主財源である町税の安
定的な収納を確保するため未納の解消に努め、滞
納世帯及び滞納額を縮減するとともに、新規未納
世帯の増加を防止します。

公共施設等マネジメント推進事業

　公共施設等全体を包括し総合的かつ計画的な維
持管理対策を講ずることにより、公共施設の長寿
命化及び維持管理費用の平準化並びに質量の最適
化を推進し、もって、公共施設の適切な管理及び
財政負担の軽減を図ります。

ふるさと応援寄附金事業

町税収納向上対策事業
新規

※　人件費、施設管理費は、除きます。 -12-



お金の使い道

　【議会事務事業】

【議会事務局】 396万円

【議会事務局】 196万円

　【その他事務事業】

【企画財政課】 147万円 【総務課】 5,367万円

【町民生活課】 6,812万円 【企画財政課】 1,293万円

【総務課ほか】 193万円 【まちづくり推進課】 31万円

行政区長設置事業総合計画推進事業

議会だより発行事業

　議会の会議録は、図書館で閲覧できるほか、イ
ンターネットで検索、閲覧ができる「会議録検索
システム」を提供しています。また、インター
ネットによる議会映像のライブ中継のほか、録画
した映像を配信しています。

　第２次美里町総合計画・美里町総合戦略に掲げ
る政策目標を達成するため、各施策や事務事業の
着実な推進を図ります。

　行政区内の実情を把握し、行政の円滑な運営を
図る必要があるため、町内６６行政区に行政区長
を設置しています。また、職務代理者として１人
の副行政区長を置くことができます。

鉄道利用促進対策事業
（全国高校生地方鉄道交流会）

　住民の交通手段の一つである鉄道の利便性向上
を図ります。
　令和７年度は、全国から高校生が来町し、鉄道
を軸としたまちづくりや地域活性化策の提案、写
真コンテストが行なわれる「全国高校生地方鉄道
交流会」の開催を支援します。

戸籍住民基本台帳事務事業 国勢調査事業

　戸籍届書の審査、受理、記載といった民法、戸
籍法等の関係法令に基づき、戸籍関係事務を執行
します。また、住民基本台帳法に基づく住民基本
台帳関係事務を執行します。

　国内に住んでいる全ての人を対象とし、人口や
世帯の実態等を調査します。
　調査対象の選定方法：全数調査
　調査実施予定期日：令和７年１０月１日

　令和８年１月１日で美里町が
誕生してから２０年を迎えるこ
とから、記念ロゴ等を作成して
周知するほか、各種記念事業を
開催します。

合併２０周年記念事業

（議会だより写真）

　議会の審議内容を住民に分かりやすく知らせる
ことにより、議会と行政に対する住民の関心を高
めると同時に、円滑な自治体運営への理解と協力
を引き出すことにつなげます。また、情報発信の
手段が多様化する中にあっても、誰でも手に取っ
て読み返すことができる広報紙を町内の全世帯に
配布します。

（議会写真）

議会会議録等公開事業

新規 新規
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その他参考資料

決算状況等

１　決算額の推移

1.1 1.0 1.0 0.9 1.0

16.1

38.7

17.4 16.0 15.2

31.5

31.7

36.3 34.0 34.7

10.9

18.1

15.5
11.5 11.2

6.4

7.5

7.9

7.5 6.4
9.2

13.6

8.0

9.4 10.7

17.9

15.1

14.7
16.1 15.1

12.8

11.8

10.9
11.5 11.2

5.5

7.1

8.7
7.9 6.0

111.4

144.6

120.4
114.8

111.5

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

議会費 総務費 民生費

衛生費 農林水産業費 土木費

教育費 公債費 その他

16.9 21.7 21.6 21.2 21.5

12.3
11.2 16.5 12.9 13.7

12.8
11.8

10.9
11.5 11.2

17.2
18.7

17.9
17.8 16.9

1.3
1.4

1.5
1.3 1.4

21.2

51.2

27.7
25.4 24.3

16.0

15.9

9.0
11.9 9.3

9.2

9.3

9.3
9.3 9.5

4.4

3.4

6.0
3.5 3.7

111.3

144.6

120.4
114.8 111.5

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

人件費 扶助費 公債費

物件費 維持補修費 補助費等

投資的経費 繰出金 その他

26.0 25.7 25.8 26.5 26.8

6.7 7.2 8.0 8.1 8.2

41.4 42.5 44.9 40.3 40.9

1.7 1.5
1.5

1.4 1.4
19.6

49.2
28.7

26.1 22.4
2.4

2.0

2.6

3.2 2.44.6

8.3

5.0
5.2 6.0

11.2

10.5

7.5

7.8 6.5

113.6

146.9

124.0
118.6 114.6

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

町債

諸収入等

繰入金

国・県支出金

負担金・使用料等

地方交付税

譲与税等

町税

一般会計のこれまでの決算
についてまとめてみました。

各区分ごとの

金額

グラフの一番
上の金額はそ
の年度の合計
金額

支出 【性質別】支出 【目的別】

収 入

決算

年度
令和６年度決算額につい
ては、11月の広報紙でお知
らせする予定です。

（単位：億円）

（単位：億円） （単位：億円）
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その他参考資料

　２　貯金（基金）残高の推移

①

②
③

令和6年度末(見込)

50億 652万円
764万円
8,838万円

令和5年度末
37億

43億

8,576万円
5,384万円
6,672万円
6,520万円
800万円

32億
15億

9,187万円

9,376万円

3億
13億

32億

7,883万円

8,498万円

2,782万円5億

3億

3億
7億6億

200万円
8,698万円
200万円

800万円
37億 9,987万円
5億 2,582万円

17億 7,496万円
3億 2,610万円
16億 9,081万円

合計（①＋②＋③）

定額運用基金

積立基金

積立基金
定額運用基金

会計区分

一般会計

国民健康保険

介護保険

貯金の種類

その他積立基金
減債基金
財政調整基金

積立基金
計

計

目的に応じて貯金をしています。貯金残高の推移についてまとめてみました。

貯金の内訳

美里町には様々な種類の貯金があり、それぞれの目的に応じて活用しています。
貯金には、貸付金の財源となるもの、福祉やまちづくりなどの事業目的に応じて取
り崩すものと、単に収支のバランスをとるために取り崩すものがあります。

32.7

32.4
36.5 37.4

38.0

32.9

9.3

8.4

7.9 6.9 5.2

3.9

3.4
4.2

5.2 6.0
6.8

7.1

45.4 45.0

49.6 50.3 50.0

43.9

18.5 18.5

20.9 21.5 21.7

19.3

49.8 49.2

53.6 54.0 53.5

46.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

（見込）

一般会計 国民健康保険 介護保険 一人当たり 一世帯当たり

（億円） （万円）

折れ線グラフ棒グラフ

棒グラフ 折れ線グラフ
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その他参考資料

　３　借入金（起債）残高の推移

6,568万円 222億 1,491万円

294億 7,909万円 268億 4,818万円
41億 6,984万円

4億 6,343万円 4億 6,343万円

78億
1億 3,384万円 1億 2,126万円
28億 7,411万円 28億 4,412万円

111億 9,976万円
4,261万円

80億 4,977万円

6億 6,138万円
42億 8,130万円 34億 7,997万円

386万円
1億 2,311万円 9,143万円

6,599万円
20億 7,615万円 23億 2,481万円

総合計

4億 5,466万円

3,936万円

13億

1,419万円

5億
101億 9,468万円

79億 4,998万円

210億

その他の債務負担行為

税金の減免等を補うもの

町債に準ずる債務負担行為
合計

町債
(元金)

道路整備や防災対策によるもの
市町村合併に伴うもの

下水道事業

国の財源不足を補うもの
水道事業への出資によるもの

その他
計

水道事業
病院事業

令和５年度末

6,305万円

令和６年度末(見込)

一般会計

学校や福祉施設整備によるもの

借入金等の内訳
農地整備等によるもの
町営住宅整備によるもの
災害復旧によるもの

5億

12億4,677万円

4億 4,173万円

8億 7,480万円 24億

1,600万円
4億 917万円

3,798万円
917万円

長期返済金（10～30年）として、事業などを行う際にお金を借りています。美里町には、借入金がどのくらい
あるのでしょうか。

借入金等の内訳

●「町債に準ずる債務負担行為」は、建物の購入等で分割払いをしているものが該当し、「地方公共団体の
財政の健全化に関する法律」の施行に伴い、町債に準ずる取扱いとしています。
●「その他の債務負担行為」は、オフィス機器のリース、清掃・警備などの業務委託及び公共施設の指定管
理料で複数年契約のものが該当します。

109.2 108.4 105.3 102.0 98.1
112.0

33.1 32.6

31.2 30.3 28.7

28.4

4.3 3.4 2.5 1.7 1.4

1.2
69.8 72.7 74.5 76.1 78.6

80.5
2.1

2.5
2.9 2.9 4.6

4.6
31.6 32.0

77.0
68.2 79.5 41.7

250.1 251.6

293.4

281.2
290.9

268.4

101.8 103.6

123.7 120.2 126.3
118.2

274.7 275.1

317.0

302.4
311.0

285.8

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度見込

一般会計 水道事業 病院事業 下水道事業

町債に準ずる

債務負担行為

その他の

債務負担行為

一人当たり 一世帯当たり

棒グラフ 折れ線グラフ

（億円） （万円）

棒グラフ

折れ線グラフ
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その他参考資料

　４　業務に従事している正規職員数の推移
（単位：人）

※会計ごとに従事している人数 （資料：地方公共団体定員管理調査）

　５　特別職と一般職の人数

○特別職 （単位：人）

○一般職 （単位：人）

※会計ごとに給与を支払っている人数

※令和7年度当初予算に基づく見込み人数

4

水道事業
会計

4

区　分 人数 一般会計

特別会計 公営企業会計

6 5 34 6

1 14 6 71 7

12 11

194

4

620 521

8

下水道事業
会計

病院事業
会計

水道事業
会計

介護保険
特別会計

1

1

1 36

合　計

正規職員

1,644 1,574 9

再任用職員

任期付職員

会計年度
任用職員 359 312 1

国民健康保険
特別会計

245

4

区　分

町長等

議　員

各種委員
会委員等

合　計

人数

2

13

1,629

一般会計
国民健康保険
特別会計

2

13

1,559 9 57

57

介護保険
特別会計

199 197
216 213 204 197 190 181

16 15
16 16

16 17 16
16

43 41

42 42
41 45 46

46

258 253

274 271
261 259 252

243

0

50

100

150

200

250

300

350

平成30年度令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

一般会計 特別会計 公営企業会計

（人）

各年度4月1日現在の

職員数です。
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その他参考資料

主な統計資料

　人口と世帯数の推移（各年３月末日現在）
（単位：人、世帯）

（資料：住民基本台帳（日本人＋外国人））
年齢階級別人口（令和７年３月末日現在）

（単位：人）

（資料：住民基本台帳（日本人＋外国人））

12,196 12,130 12,031 11,985 11,944 11,813 11,730 11,541 11,401 11,271 11,099

13,031 12,933 12,803 12,671 12,621 12,472 12,368 12,174 11,985 11,763 11,608

8,887 
8,960 9,010 9,046 9,109 9,147 

9,250 9,256 9,300 9,350 9,395 

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

8,500

9,000

9,500

10,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

男 女 世帯数

272 

423 
500 500 

431 438 463 
584 

701 

899 
797 

655 708 921 

985 
848 

497 

310 

133 32 2 

231 

377 

467 489 

412 

318 

407 

543 

672 

791 
741 

637 
711 

904 

1,149 

945 

692 

582 

376 

148 

16 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

人

口

男 女

（人）
（世帯）

（人）
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その他参考資料

人口動態の推移（各年１月１日～１２月末日）
（単位：人）

（資料：住民基本台帳（平成２４年から外国人を含む。））
年齢３区分の割合（各年３月末日現在）

（単位：％）

（資料：住民基本台帳（日本人＋外国人））
地域別人口の推移（各年３月末日現在）

（単位：人）

（資料：住民基本台帳（日本人＋外国人））

154 153 131 143
138 122

98 111 80 93 83

352 
365 

361 342
352

354 346

394
411

398
434

997 

851 
769 

725

792 785

678

594 582

644

701

774 
716 

749 

794

703 750

610

675
607

622

714

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

出生 死亡 転入 転出

11.4% 11.4% 11.2% 11.3% 11.2% 11.2% 10.9% 10.7% 10.5% 10.2% 10.0%

57.9% 56.7% 56.0% 55.1% 54.6% 53.8% 53.4% 53.1% 52.7% 52.6% 52.4%

30.7% 31.9% 32.8% 33.6% 34.2% 35.0% 35.7% 36.2% 36.8% 37.2% 37.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

老年人口

65歳～

生産年齢人口

15～64歳

年少人口

0～14歳

（人）

3,082 3,025 2,978 2,872 2,836 2,772 2,764 2,710 2,639 2,557 2,540

6,498 6,626 6,680 
6,792 

6,958 6,998 7,033 6,973 6,929 6,915 6,863 

5,295 
5,205 5,140 5,157 5,098 5,044 4,996 4,950 4,852

4,787 4,744

2,303 2,268 2,230 2,198 2,168 2,096 2,071 2,009 1,978 1,939 1,877

2,029 2,018 2,026 2,017 1,965 1,947 1,916 1,872 1,872 1,843 1,827

6,020 5,921 
5,780 

5,620 5,540 5,428
5,318

5,201 5,116 4,993
4,856

1,500

2,500

3,500

4,500

5,500

6,500

7,500

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

本小牛田地区 不動堂地区 北浦地区 中埣地区 青生地区 南郷地域

（人）
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その他参考資料

産業別就業人口の推移
（単位：人）

（資料：国勢調査）
産業別就業人口の割合

（単位：％）

（資料：国勢調査）
産業別就業人口の内訳

（単位:人）

（資料：国勢調査）

3,608 3,650 4,065 4,440
510 480 508 447

818 867 797 644
42 36 45 44

185 158 147 138
52 104 124 115

7,502 7,220 7,528 7,540
2,287 1,925 1,842 1,712

1,201 963 1,212 1,045
2,209 1,978 2,044 2,005

3,412 2,941 3,258 3,050
2 0 2 0

5 6 6 16
2 2 10 8

1,744 1,440 1,384 1,159
1,737 1,432 1,368 1,135

平成17年 平成22年 平成27年 令和2年
12,658 11,601 12,170 11,749

211
33

879
66

3,191
600

4,160
3

1,517
2,640
7,608
2,628

平成12年
13,551
1,783
1,779

3
1

226
41

858
49

3,064
552

4,163
7

1,483
2,673
7,389
2,599

平成7年
13,944
2,392
2,386

3
3

運 輸 ・ 通 信 業
電気・ガス・水道業
サ ー ビ ス 業
公 務

第２次産業

第３次産業

鉱 業
建 設 業
製 造 業

卸 売 ・ 小 売 業
金 融 ・ 保 険 業
不 動 産 業

区   分
総計

第１次産業
農 業
林 業
漁 業

13.2% 13.8% 12.4% 11.4% 9.9%

30.7% 27.0% 25.4% 26.8% 26.0%

56.1% 59.2% 62.2% 61.8% 64.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

第３次産業

第２次産業

第１次産業

1,783 1,744 1,440 1,384 1,159 

4,160 
3,412 

2,941 3,258 3,050 

7,608 
7,502 

7,220 
7,528 

7,540 

13,551 

12,658 

11,601 
12,170 

11,749 

0

5,000

10,000

15,000

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

第３次産業

第２次産業

第１次産業

（人）
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その他参考資料

事業所・従業者数の推移
（単位：事業所・人）

（資料：事業所・企業統計調査、経済センサス）

産業別総生産の推移
（単位:百万円）

（資料：市町村民経済計算）

町民一人当たりの所得の推移
（単位:千円）

（資料：市町村民経済計算）

127
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主な公共施設

【コミュニティ施設】　　担当課：まちづくり推進課

○ 中央コミュニティセンター 北浦字駒米１３番地

施設の概要・・・大ホール273㎡、研修室（3）、和室、調理実習室 33-2180

○ 本小牛田コミュニティセンター 南小牛田字町浦１０番地８

施設の概要・・・集会室168㎡、研修室、図書室、和室、調理室、窯場 33-2739

○ 下小牛田コミュニティセンター 南小牛田字下小牛田屋敷３７番地１

施設の概要・・・多目的集会室97㎡、研修室、調理実習室、創作実習室

○ 北浦コミュニティセンター 北浦字道祖神前７番地５

施設の概要・・・多目的ホール313㎡、研修室、和室、生活改善室、
　　　　　　　　　創作室、図書展示コーナー

34-2224

○ 中埣コミュニティセンター 中埣字夘時３番地９

施設の概要・・・軽運動場428㎡、音楽室、講習室、集会室、図書室、
　　　　　　　　　児童室、大会議室、視聴覚室、調理実習室、和室（2）

34-1321

○ 青生コミュニティセンター 青生字和谷地１７５番地１

施設の概要・・・多目的ホール194㎡、調理室、和室（2）、創作活動室、
　　　　　　　　　集会室

32-5801

○ 駅東地域交流センター 駅東二丁目１７番地４

施設の概要・・・多目的ホール384㎡、大会議室、小会議室、和室（2）、
　　　　　　　　　調理室

31-1321

○ 農村環境改善センター 木間塚字高田３３番地

施設の概要・・・多目的ホール248㎡、調理実習室、和室、視聴覚室、
　　　　　　　　　農事研修室、会議室（2）、サークル作業室

58-0123

○ 下二郷コミュニティセンター 二郷字蔵人主二号１０番地

施設の概要・・・多目的ホール322㎡、会議室、調理室

【文化施設】　　担当課：まちづくり推進課

○ 文化会館 北浦字駒米１３番地

施設の概要・・・大ホール客席831席、舞台240㎡、楽屋（3）、
　　　　　　　　　　練習室（2）、ホワイエ

33-2730

【図書館施設】　　担当課：教育総務課

○ 小牛田図書館（近代文学館） 北浦字待江９８番地

施設の概要・・・（1Ｆ）図書館923㎡、（2Ｆ）町民ギャラリー、
　　　　　　　　　千葉亀雄記念文学室、視聴覚会議室

33-3030

○ 南郷図書館 木間塚字中央１番地

施設の概要・・・図書館261㎡　（南郷庁舎内） 58-1212

【地域文化伝承施設】　　担当課：教育総務課

○ 不動堂記念館 字西舘８番地

施設の概要・・・和室36畳

○ 郷土資料館 牛飼字御蔵新田９３番地４

施設の概要・・・展示室、文化財保管庫 090-2796-9369

昭和56年度 1,404

平成5年度 125

平成19年度 1,239

昭和53年度 3,257

平成元年度 795

昭和57年度 1,465

平成20年度 164

施設名称 所在 建設年度 管理費
（単位：万円）

昭和48年度 632

平成17年度 1,536

平成2年度 1,346

昭和58年度 1,411

平成12年度
(平成29年度

開設)
220

昭和63年度
(平成18年度

開設)
22

平成7年度 845
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【教育施設】　　担当課：教育総務課 ※児童数、生徒数、園児数、学級数は、令和７年４月１日現在の数値です。

○ 小牛田小学校 牛飼字清水江２２０番地

児童数・・・１４８　 　学級数・・・８ 32-2319

○ 不動堂小学校 字峯山１２番地１

児童数・・・４７９　  学級数・・・２１ 32-2036

○ 北浦小学校 北浦字浦田上１２９番地

児童数・・・９６　  学級数・・・８ 34-2332

○ 中埣小学校 荻埣字朝日壇７８番地

児童数・・・６４　  学級数・・・７ 34-2331

○ 青生小学校 青生字中ノ橋１２８番地１

児童数・・・６６　  学級数・・・８　 32-2278

○ 南郷小学校 木間塚字高田５番地

児童数・・・１７２　  学級数・・・９ 58-1106

○ 美里中学校 字新峯山８番地１

児童数・・・５６６　  学級数・・・２４ 87-5300

○ 南郷学校給食センター 木間塚字高田６６番地

施設の概要・・・調理能力1,000食、ドライ方式を採用 58-1244

○ こごた幼稚園 北浦字中新田１４２番地

園児数・・・７７　  学級数・・・４ 35-2031

○ ふどうどう幼稚園 字志賀町三丁目２番地１

園児数・・・９７　  学級数・・・６ 33-2192

○ なんごう幼稚園 木間塚字中央１番地

園児数・・・３９　  学級数・・・３ 58-1272

施設名称 所在 建設年度 管理費
（単位：万円）

平成5年度 2,625

平成14年度 2,491

昭和63年度 2,565

昭和51年度 2,611

平成7年度 905

令和6年度 12,047

昭和54年度 2,745

昭和59年度 1,898

平成24年度 658

平成21年度 903

平成16年度 575
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【スポーツ施設】　　担当課：まちづくり推進課

○ トレーニングセンター 北浦字下新田９７番地１

施設の概要・・・第1競技場1,461㎡、第2競技場301㎡、
　屋外運動場17,733㎡、卓球練習場、トレーニング室、
　役員室、研修室、幼児室、放送室、医務室、
　観覧席（348席）、ロビー※同敷地内に弓道場277.5㎡

34-2865

○ 南郷体育館 木間塚字高田３３番地

施設の概要・・・体育館1,512㎡、第二体育館1,137㎡、武道場445㎡ 58-0913

○ スイミングセンター 木間塚字高田４８番地

施設の概要・・・一般遊泳プール425㎡（25ｍ×8コース）、
　多目的プール491㎡、幼児プール31.8㎡、更衣室、
　採暖室、シャワー室、観覧席

58-2220

○ 素山野球場 字桜木町１６４番地

施設の概要・・・グラウンド11,304㎡（左・右翼90ｍ、中堅105ｍ）、
　ダッグアウト

34-2865（トレーニングセンター）

○ 南郷球場 木間塚字中央１番地

施設の概要・・・グラウンド12,759㎡（左・右翼93ｍ、中堅120ｍ）、
　ダッグアウト、選手控室、放送・本部役員室、

スコアボード、メインスタンド848人収容
58-0913（南郷体育館）

○ 牛飼テニスコート 牛飼字牛飼９８番地

施設の概要・・・クレーコート4面、照明設備、クラブハウス 34-2865（トレーニングセンター）

○ 南郷テニスコート 木間塚字中央１番地

施設の概要・・・砂入り人工芝コート3面、照明設備、トイレ 58-0913（南郷体育館）

○ 南郷運動場 木間塚字高田３３番地

施設の概要・・・グラウンド13,376㎡、野球場、
ソフトボール場、照明設備

58-0913（南郷体育館）

○ 野外活動施設 木間塚字中央１番地

施設の概要・・・敷地面積5,448㎡、野外調理場、トイレ、ステージ、
　遊具

58-0913（南郷体育館）

【保健施設】　　担当課：健康福祉課

○ 健康福祉センター（さるびあ館） 牛飼字新町５１番地

施設の概要・・・多目的ホール、大広間、保健指導室、調理室、
　美里児童館、地域活動支援センター、
　障害者相談支援センター、地域包括支援センター、
 こども家庭センター（母子健康部門）

32-2946（健康福祉課）
32-2941（長寿支援課）

○ 活き生きセンター 木間塚字原田５番地

施設の概要・・・研修室、集団検診室、健康相談室、機能訓練室、
　学習室

58-0636

【老人福祉施設】　　担当課：長寿支援課

○ 老人憩いの家　５施設 南小牛田字山ノ神２３５番地

施設の概要・・・中央白寿館、青生白寿館、駅前白寿館、
　　北浦西部白寿館、シルバー創作館鶴寿館

32-2941(長寿支援課)

施設名称 所在 建設年度 管理費
（単位：万円）

昭和56年度 37,598

昭和52年度 9,712

平成3年度 443

昭和58年度 233

平成4年度 6,086

昭和31年度 154

平成元年度 85

平成4年度 1,200

平成3年度 8

昭和48年度 152

平成4年度 583

197
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【児童福祉施設】　　担当課：子ども家庭課 ※児童数、クラス数は、令和７年４月１日現在の数値です。

○ 小牛田保育所 北浦字駒米８番地

児童数・・・８６　 クラス数・・・６ 32-2676

○ なんごう保育園 木間塚字中央１番地

児童数・・・４０　 クラス数・・・４ 58-1272

○ 美里児童館 牛飼字新町５１番地

施設の概要・・・図書室、工作室、遊戯室 32-2943

○ 不動堂放課後児童クラブ施設 字峯山１２番地１

施設の概要・・・クラブ室、多目的スペース、静養室、事務室 32-4339

○ 南郷放課後児童クラブ施設 木間塚字高田５番地

施設の概要・・・クラブ室、多目的スペース、静養室、事務室 58-1022

【行政庁舎等施設】　　担当課：防災管財課

○ 本庁舎 北浦字駒米１３番地

施設の概要・・・総務課、防災管財課、企画財政課、町民生活課、
　税務課、会計課、議会事務局

33-2111

○ 東庁舎 北浦字駒米７番地５

施設の概要・・・建設課 建設課：33-2143

○ 南郷庁舎 木間塚字中央１番地

施設の概要・・・町民窓口室、産業振興課、農業委員会、
　教育委員会、南郷図書館、多目的ホール

58-1211

【その他施設】　　担当課：産業振興課

○ 農産物直売所（花野果市場） 練牛字六号１２番地

施設の概要・・・販売店舗、軽食コーナー、厨房 59-1320

○ 交流の森・交流館（でんえん土田畑村） 木間塚字原田５番地

施設の概要・・・交流棟、研修棟、宿泊施設４棟、バレルサウナ 58-2221

○ 起業サポートセンター（Ｋｉｒｉｂｉ) 牛飼字御蔵新田９３番地４

施設の概要・・・シェアオフィス、休憩室、応接室、事務室 25-3329

○ 美里町生きがい農園 青生字和谷地１８７番 他

施設の概要・・・農園４０区画（うち、車いす専用６区画） 58-2374
平成18年度 22

施設名称 所在 建設年度 管理費
（単位：万円）

平成9年度 1,109

令和4年度 264

平成16年度 715

平成4年度 13

昭和47年度 2,866

昭和54年度 295

平成7年度 156

平成6年度 533

昭和63年度 2,985

平成12年度 910

令和3年度 132
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